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研究テーマ；東アジア（中国・台湾・韓国・日本）における伝統音楽教育カリキュラムの開発 

      —その１— 
 

事例研究１ 中国における伝統音楽研究 中国箏における専門教育の現状 筒石賢昭・沈莉卓 

 
 １ 中国における箏の位置 
 箏は中国の最も歴史のある民族楽器である。古文書によると、春秋、戦国時代（BC770~BC221)

年に広まったと記載されている。既に２０００年以上の歴史を持つため、中国語では古箏（こそ

う、グーチェン）と呼ばれる。長い歴史の中で、箏も時代の流れとともに、大きな変遷を遂げで

きた。最初５本の弦であったのが、現在２１本まで発展している。また、地域によって、多くの

流派を生み出している。 

 
 箏の専門教育は中国建国(1949)から今まで、半世紀以上多くの経験や実績を積んできた。現在

中国の音楽大学、教員養成大学に多く箏の専攻が設置されており、各自の流派や指導のシステム

を築いてきており、伝統的な演奏表現を基に現代風のパフォーマンスまで多くの表現スタイルを

生み出した。伝統的な演奏スタイルに西洋音楽の表現の要素を加えて演奏するのが専門教育機関

において、一般的になっている。しかし、西洋音楽の表現スタイルを過度に追求する動きがみら

れ、中国伝統音楽の魅力が失われている場面もしばしば見受けられる。 
中国の音楽教育を考える際に、如何に中国伝統的審美観を維持し、また演奏技法の向上につなげ

るかは大きな問題点である。箏の伝統的教授方法の中には、即興演奏と口頭伝承という二つの大

きな特徴がある。現在既に完成されている定番の曲を演奏するのが一般的であり、生徒の即興演

奏の能力はあまり重視していない。 
口頭伝承で受け継がれた伝統的表現が西洋音楽の理論の影響を大きく受け、楽譜に過度に頼るな

ど表現の枠が狭まり、個人の表現の空間が制限されつつある。どうすれば、箏の専門教育機関に

おいて、中国伝統文化の真髄である部分を教授できるか、これは私自身の演奏経験を通じて実感

し気がついた一番大きな問題点であると言える。 
 
 また、音楽大学など専門教育機関において、箏の音楽教育カリキュラム、指導法の面で様々な

問題点が存在している。こうした問題点を受けたことと長年箏の演奏や指導にあたって、一定の

経験を積んでいるが、箏の指導にあたり、より一層、理論的な側面と実際の側面の総合的な勉強

や研究を積み重ねる必要があると感じたのが動機である。 
 
２ 研究目的 
 
 本研究の目的は、中国の箏の専門教育の現状分析を通して、箏の教育の発展の流れの中、どの

ような問題点や優れた点があったのかについて分析を重ね、これからの箏の教育や指導に一定の

示唆を得ることである。 
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３ 研究方法 
 
（１）古箏演奏家（沈莉卓東京学芸大学筒石研究室所属）の大学学部時代の学習経験を分析

する。 
 （２）（１）の指導経験を分析する。 
 （３）中国各音楽大学の異なる流派の授業を参観し、教授方法を分析する。（沈、筒石） 
 
４ 研究内容 

 
現状解析 
（１）中国音楽大学箏専門教育の概況 
 中国の音楽大学において、箏専門の教育は表現専攻として位置づけられている。授業形式はほ

とんどマンツーマン形式である。固定教材はなく、教員は学生の学習の進度により、曲目を自主

選択するのが一般的である。曲目は主に伝統曲と現代曲と２種類ある。指導教員は学生がこの２

種類の把握進度によって、曲目を選び、授業を行う形になる。伝統曲は音楽大学によって異なる

が、南北の地域によって、地域の伝統曲がそれぞれ決められている。 
 
中国の箏の伝統流派 
 
中国の南流派 中国の北流派 
潮州筝 山�筝 
客家筝 河南筝 
浙江筝 �西筝 
                            
 
 
楽譜例１ 南流派の代表曲   ¢寒鸦戏水£  

（潮州筝） 
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楽譜例２  北流派の代表曲     四段�  

                                                        （山�筝） 

 
 
（２）専攻の位置づけ 
 中国の音楽大学の各専攻で、箏は表現専攻のうち、琵琶、揚琴、二胡、笛、笙などと同じく民

族楽器学科に配置されている。 
３）カリキュラム構造 
音楽大学の箏専攻の学生は箏以外、もう一つの民族楽器を選択する必要がある。楽理、ソルフ

ェージュ、ピアノ、和声、指揮、合奏、音楽分析などは必修科目である。音楽専攻としての基礎

科目でもある。 
特に、合奏の授業は箏専攻の科目の中で、最も重要な授業であり、楽器との合わせる力を養う

効果があり、箏という楽器の特徴を生かした科目でもある。 
 
５ 現状の問題点 

 
１）中国は国土が広いため、地域によって言語、習慣、民俗、歴史が異なり、それにより、音楽

スタイルの大きな違いを生み出したのである。南の箏の演奏スタイルとして、女性のような

柔らかい、細かいという印象を受けるが、北の演奏スタイルは力強いという印象を受ける。

北の演奏スタイルの問題点として、現代曲を演奏する際に、柔軟性が欠如することなどが挙

げられる。一方、南の演奏スタイルは迫力が欠如するのが問題点として挙げられる。 
２）音楽大学の箏専攻生は高度な専門性を培う方針のもとで教育を受けることになる。曲目のス

タイルは主に師匠である教師の演奏を真似するという口頭伝承の形になるが、教授方法に関

する指導・研究はあまり行われていないのが現状である。後で、学生たちが指導を行う場合

に、混乱することが多く見受けられるからである。 
３）即興演奏に関する指導が不十分である。箏は古来から伴奏楽器として非常に重要な役割を果

たしてきたのに対し、現代の箏の演奏は独奏演奏を中心とした指導が行われている。即興演

奏の能力を培うことは、生徒の表現力の向上につながるため、指導に当たって、重視しなけ

ればならない。 
即興演奏に含まれているのは、中国伝統音楽文化の真髄であり、中国音楽文化の真の理解に

もつながるといえるだろう。 
 

 



4 

 
６ 現状の問題解決方案 

 
１） 音楽大学の教員は普通は地元出身の演奏家であることが多い。そして、教え子が教員と

同じ演奏スタイルで教育するのが一般的であり、南北の演奏スタイルの交流、融合を進

めることが、演奏スタイル上の問題点の解決方法として考えられる。南北の間の客員教

授の交換、異なる地域の優秀な人材を確保することは学生たちに多くの演奏スタイルの

把握、演奏表現を豊かにする手段でもある。 
２） 専攻生は普段演奏することだけに集中し、演奏家を目指しているが、人に教授する能力

を養う必要性を忘れがちになる。学生たちが演奏、表現を重視するとともに、教授する

力を培うことにも力を入れて授業を行う、教師の指導言を体系的に教材化することは学

生たちの教授能力を向上させるとともに、演奏技術も向上させることが期待される。 
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事例研究２  中国における民謡を中心とした朝鮮族の音楽教育 

̶小学校を例として̶      筒石賢昭・鄭恵文 

はじめに 

【研究の動機】 

 ＊鄭{東京学芸大学大学院生筒石研究室所属は朝鮮族の出身であり、小中高までは遼寧省瀋陽市の児

童・生徒であった。その時の教育が、国語は中国語と朝鮮語を学習し、音楽については朝鮮語による朝

鮮の音楽を主体として、そのほかに中国の音楽や世界の音楽を含んでいた。大学は音楽学1専攻になり、

音楽の基礎的な知識から学習し始め、クラシックを主体として、中国多民族の音楽を学習した。その時

期の学習は多方面ではあったが、深い学習ができなかった。私は小学校から高校卒業まで、学校で受け

た朝鮮族音楽教育の期間は長いが、それについて聞かれた時、表面的な答えしかできなかった。朝鮮族

として、朝鮮族音楽を深く知り、愛着を持つために、音楽専攻の角度から、もう一度深く朝鮮族の音楽

教育を学習したいのが本研究の動機である。 

【研究の背景】 

 中国の『課程標準』 (2001)によると、国、地方と学校の 3 段階の課程管理を実施し、国の課程の他に

も、地方と学校の自主的に開発した課程も一定の比率を占めるべきである。地方と学校は当地の人文、

地理環境と民族文化の伝統に合わせて地域、民族と学校の特色のある音楽課程資源を開発するべきであ

ると述べている。それに従って、朝鮮族の教科書は吉林省延辺教育出版社から出版されている。音楽科

の『課程標準』も朝鮮語に翻訳されている。 

【研究の目的】 

・2007 年以後の中国における朝鮮族の音楽教育を明らかにする。 

・そのために、朝鮮族の音楽教科書の分析をする。 

【研究の対象と範囲】 

小学校 1 年から 6 年 

【研究の方法】 

教科書の朝鮮民謡を通して、その特徴を検討する。 

【朝鮮族について】 

朝鮮族は中国に居住する朝鮮民族のことである。中華人民共和国の民族識別工作により定義された少

数民族の一つ。在日韓国・朝鮮人のような外国籍集団ではなく、中国の国籍を持つ中国人である。中国

国内に住む朝鮮民族であることを明確に示すため、中国朝鮮族又は韓国系中国人/朝鮮系中国人とも呼ば

れる。 

中国朝鮮族の総数は、2000 年段階で約 200 万人である。これは在米韓国人の数に匹敵し、朝鮮半島以

外では最大級の朝鮮民族コミュニティーといえる。中国国内の分布は中国東北部（旧満洲）に集中し、

中でも吉林省に約 120 万人が居住し、吉林省南部の延辺朝鮮族自治州（首府延吉市）に約 80 万人が集中

している。延吉市には、中国語と朝鮮語で教育する延辺大学も設置されている。このほか、黒竜江省に

約 45 万人、遼寧省に約 25 万人、内モンゴル自治区に約 2 万人が分布し、関内（山海関以内）の北京、

天津、青島、上海などの大都市にも進出している。各地の朝鮮族集住地区には、行政的に朝鮮族自治県

（吉林省長白朝鮮族自治県）や、多くの朝鮮族郷・鎮が設置されている。これら東北三省の首府には、

朝鮮族の学校や放送局、新聞社、出版社などが設置されて、朝鮮語の普及を行っている。 

朝鮮族は自治州で中国国民として孤立語の中国語、朝鮮民族として膠着語の朝鮮語を学び、朝鮮族は

日本語と同じ語順の朝鮮語が母語であるために、漢民族よりも日本語能力も高く、その語学力で日本企

                                                   
1 中国の大学では、一般的に音楽教育も音楽学の一種としてカリキュラムに位置づけられている。 
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業に就職する事がよくある。 
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1 音楽科の目標 

 教育及び音楽実践活動を通して，音楽を愛好する情趣（心情）を育てるとともに，音楽を体験し，音

楽を鑑賞、表現、創造する能力を培い，音楽素養を高め，豊かな情感を体験し，高尚な情操を養う。 

2 各学年の目標 

⑴ 第１学年及び第２学年の目標 

♪ 児童が音楽に対する興味を持ち育てる。 

♪ 音楽を味わい、音楽の美感を体験する。 

♪ 自然に、表情豊かに歌えて、様々な音楽に親しむようにし、即興的に表現する。 

♪ 積極的な態度と友好精神を養う。 

⑵ 第３学年~第６学年の目標 

♪ 児童が音楽に対する興味を保つ、楽しく音楽活動に親しむようにする。 

♪ 音楽を感じ取り、鑑賞する能力を養う。 

♪ 音楽を表現する能力を養う。 

♪ 芸術の想像力と創造力を養う。 

♪ 積極的な態度と友好精神を養う。 

 

3 各学年の内容(選択) 

3.1 教材例 「豊年歌」（punnnyonnga）４年前半 

 



8 

 

3.2 教材例 「アリラン」  ４年後半 
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3.3 
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3.4 教材例 「トラジ」６年後半 
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4 まとめ- 中国における朝鮮民謡のもつ特徴 

  母語の朝鮮語で歌うので自分たちの民族を意識し、愛着が湧く。彼らにとっては旋律

が簡潔であり、歌いやすい。曲の構造として拍子を見ると3拍子が多く、音階は 5音音

階を基礎としている。 

   

 
 


